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６月の出来事
●時事
  1日  ‘10出生率1.39、再び上昇
  2日  内閣不信任案、大差否決
  6日  NTTドコモ携帯電話、関東甲信越で送信障害
●山梨県中央会ニュース
  2日  第3回正副会長会議
　　   平成23年度中央会通常総会
　　   第2回中央会理事会
15日  平成23年度全国中央会通常総会
20日  電力需給対策セミナー
23日  第4回正副会長会議
　　   中央会各委員会、総合政策委員会
25日  中小企業の森整備事業
７月の予定
  2日  関東甲信越静ブロック中小企業青年中央会通常総会
  8日  中小企業組合等事務連絡協議会通常総会
14日  関東甲信越静ブロック中央会会長会議
20日  中小企業団体夏期トップセミナー

１面　山梨県中小企業団体中央会　通常総会開催
２面　表彰者一覧
４面　旬な組合事業の取り組みを紹介
５面　経済的なバイオマスエネルギーとは？（ただいま研究中）
８面　山梨県中小企業団体中央会　新役員名簿

今月の見どころ

　通
常
総
会
で
、内
藤
会
長
は
初
め
に
東
日

本
大
震
災
に
触
れ
、被
災
者
へ
の
お
見
舞
い

と
と
も
に
、亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
ご
冥

福
を
述
べ
、あ
い
さ
つ
の
中
で
は
「
日
本
経

済
が
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
20
年
を
経
過
し
た

今
も
な
お
、中
小
企
業
の
経
営
環
境
は
厳
し

い
中
に
あ
る
。こ
う
し
た
時
期
に
、中
央
会

は
、昨
年
創
立
55
周
年
を
迎
え
、改
め
て
中

小
企
業
の
連
携
組
織
の
支
援
機
関
と
し
て
、

中
央
会
本
来
の
中
小
企
業
連
携
組
織
対
策

に
加
え
、農
商
工
連
携
支
援
、新
し
い
時
代

に
お
け
る
企
業
間
連
携
や
も
の
づ
く
り
企

業
の
技
術
力
強
化
対
策
、中
小
企
業
の
人
材

確
保
と
雇
用
安
定
の
た
め
の
労
働
対
策
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。」
ま
た
、「
今
年

の
活
動
テ
ー
マ
を
「
不
撓
不
屈
」
と
し
た
。

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
っ
て
も
、決
し
て
心

が
く
じ
け
な
い
精
神
を
、組
合
の
原
点
で
あ

る
「
協
同
」
の
力
に
結
集
し
、立
ち
向
か
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。中
央
会
と
共
に
頑
張

っ
て
行
こ
う
。」
と
呼
び
か
け
た
。

　通
常
総
会
で
は
、平
成
22
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
関
係
書
類
と
、平
成
23
年
度
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
な
ど
、提
出
さ
れ
た
全

て
の
議
案
が
原
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。任
期

満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
で
は
、内
藤
悦
次
会

長
が
再
任
さ
れ
た
。ま
た
、新
た
な
理
事
・
監

事
が
選
任
さ
れ
、直
ち
に
開
催
さ
れ
た
理
事

会
で
は
、副
会
長
、専
務
理
事
、常
務
理
事
を

選
任
す
る
と
共
に
、宮
川
睦
武
氏
に
引
き
続

き
名
誉
会
長
を
、退
任
し
た
副
会
長
の
中
村

昌
訓
氏
、渡
邊
征
夫
氏
に
顧
問
を
委
嘱
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。（
新
役
員
の
構
成
は

８
面
の
と
お
り
）

　続
い
て
表
彰
式
典
に
移
り
、始
め
に
、中

央
会
役
員
及
び
組
合
退
任
理
事
長
へ
の
中

央
会
会
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、優
良
組
合
、

組
合
功
労
者
、青
年
部
功
労
者
、並
び
に
優

良
専
従
職
員
に
対
し
て
中
央
会
会
長
表
彰

が
贈
呈
さ
れ
た
後
、受
賞
者
を
代
表
し
て
斉

藤
一
男
氏
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。ま

た
、来
賓
と
し
て
出
席
を
い
た
だ
い
た
横
内

正
明
山
梨
県
知
事
、浅
川
力
三
山
梨
県
議
会

議
長
、竹
井
清
八
山
梨
県
商

工
会
連
合
会
会
長
か
ら
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

　式
典
終
了
後
の
交
流
会
で

は
、宮
島
雅
展
甲
府
市
長
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、山
口
晃
山

梨
労
働
局
長
が
乾
杯
を
行
い

懇
談
に
入
っ
た
。懇
談
で
は
、

出
席
者
相
互
の
積
極
的
な
交

流
と
懇
親
が
行
わ
れ
、最
後

に
、阿
部
学
商
工
組
合
中
央
金

庫
甲
府
支
店
長
に
締
め
の
あ

い
さ
つ
を
頂
き
閉
会
し
た
。

平
成
23
年
度 

通
常
総
会
開
催

謝辞を述べる斉藤一男氏

内藤会長の挨拶

通常総会会場

　山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、６
月
２
日（
木
）午
後
２
時
か
ら

昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」
で
、第
56
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　会
員
組
合
等
の
代
表
者
、来
賓
並
び
に
受
賞
者
な
ど
約
２
５
０
名
の

参
加
を
得
る
な
か
で
、通
常
総
会
・
表
彰
式
典
・
交
流
会
を
実
施
し
た
。
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ibuki転換期は、ビックチャンス
　東
日
本
大
震
災
の
福
島
第
1
原
発
事
故
は
、世
の

中
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
考
え
方
を
大
き
く
変
え
て

い
る
。

　今
ま
で
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
太
陽
の
光

や
熱
、風
の
力
な
ど
自
然
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
た
発
電
や
、今
ま
で
捨
て
て
い
た
家
庭
な
ど
か
ら

出
る
ご
み（
資
源
）や
大
気
と
河
川
水
の
温
度
差
な
ど

を
有
効
に
利
用
し
た
発
電
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
方

法
を
模
索
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。

　一
方
で
は
、電
気
の
使
い
方
に
つ
い
て
も
使
う
時

期
と
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
、ピ
ー
ク
時
の
電
力
使

用
量
を
抑
制
す
る
な
ど
の
節
電
対
策
も
試
み
ら
れ
て

い
る
。

　ま
た
、今
ま
で
聖
域
で
誰
も
立
ち
入
る
こ
と
が
出

来
ず
に
、独
占
的
な
地
位
を
得
て
い
た
供
給
側
の
シ

ス
テ
ム
自
体
に
も
踏
み
込
ん
だ
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

策
全
般
の
抜
本
的
見
直
し
も
始
ま
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
は
、イ
タ
リ
ア
で
は
、国
民
的
合
意
で
「
脱

原
発
」
を
打
ち
出
し
、中
国
で
は
、急
激
な
経
済
成
長

を
維
持
す
る
た
め
の
「
原
発
推
進
」
を
打
ち
出
す
な

ど
、世
界
的
に
も
電
気
の
供
給
方
法
の
考
え
方
が
大

き
く
割
れ
て
動
い
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
世
界
的
に
も

大
き
な
転
換
期
に
あ
り
、日
々
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
る
度
に
、い
ろ
い
ろ

と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
が
出
て
い
る
。

　過
去
に
お
い
て
大
き
な
転
換
期
に
は
、大
き
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
き
た
。日
々
変
化
す
る

環
境
の
中
で
企
業
が
変
化
へ
適
応
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

　企
業
は
、こ
の
よ
う
な
大
き
な
転
換
期
の
中
で
、本

業
か
ら
、「
外
れ
ず
」
「
離
れ
ず
」
「
本
業
を
変
化
さ

せ
て
い
く
こ
と
」
で
、本
業
の
中
身
を
変
え
時
代
に
即

し
た
会
社
へ
変
化
さ
せ
大
き
く
発
展
し
て
い
く
こ
と

も
可
能
で
は
な
い
か
。

　し
か
し
、こ
の
よ
う
な
時
期
に
、会
社
を
存
続
し
て

い
く
た
め
に
は
、忍
耐
強
く
社
会
変
化
を
見
極
め
な

が
ら
、環
境
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
。

中
村

　昌
訓（
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
）

渡
邊

　征
夫（
都
留
信
用
組
合
）

市
川
三
千
雄（
山
梨
県
宅
建
事
業
協
同
組
合
）

井
出

　
　隆（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）

岡
部

　修
司（
山
梨
県
生
花
商
業
協
同
組
合
）

小
澤

　
　浩（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会
）

笠
井

　健
夫（
山
梨
県
印
刷
工
業
組
合
）

菊
島

　輝
雄（
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
）

中
沼

　繁
紀（
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
株
式

　
　
　
　
　会
社
）

橋
本

　義
次（
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
協
同
組

　
　
　
　
　合
）

古
屋

　
　昶（
協
同
組
合
山
梨
県
総
合
環
境
ク
リ
ー

　
　
　
　
　ン
セ
ン
タ
ー
）

斉
藤

　一
男（
山
梨
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合
）

米
林

　美
德（
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合
）

　
青
柳

　和
人（
山
梨
県
書
店
商
業
組
合
）

井
出

　
　隆（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）

岩
間

　
　彰（
山
梨
県
冷
凍
空
調
設
備
事
業
協
同
組

　
　
　
　
　合
）

上
野

　
　武（
塩
山
車
検
セ
ン
タ
ー
協
同
組
合
）

岡
部

　修
司（
山
梨
県
生
花
商
業
協
同
組
合
）

小
俣

　精
三（
上
野
原
機
械
器
具
工
業
協
同
組
合
）

笠
井

　健
夫（
山
梨
県
印
刷
工
業
組
合
）

金
山
百
合
子（
山
梨
県
重
機
・
建
設
解
体
工
事
業
協
同

　
　
　
　
　組
合
）

河
村

　
　昭（
甲
府
畳
工
業
協
同
組
合
）

菊
島

　輝
雄（
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
）

窪
田

　浩
之（
山
梨
A
C
D
建
築
設
計
協
同
組
合
）

小
林

　育
也（
協
同
組
合
山
梨
異
業
種
交
流
青
中
倶

　
　
　
　
　楽
部
）

小
山

　亀
一（
山
梨
県
配
電
盤
工
業
協
同
組
合
）

斉
藤

　一
男（
山
梨
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合
）

佐
野

　秀
雄（
身
延
珠
数
土
産
品
協
同
組
合
）

髙
石

　榮
子（
南
ア
ル
プ
ス
特
産
品
企
業
組
合
・
ほ
た

　
　
　
　
　る
み
館
）

田
中

　
　宝（
山
梨
県
カ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合
）

常
盤

　勇
吾（
南
ア
ル
プ
ス
市
管
工
事
協
同
組
合
）

内
藤

　悦
次（
甲
西
家
具
工
業
団
地
協
同
組
合
）

中
出

　英
三（
協
同
組
合
山
梨
県
鉄
構
工
業
会
）

中
村

　篤
人（
協
同
組
合
国
母
工
業
団
地
工
業
会
）

西
川

　重
孝（
山
梨
県
不
動
産
鑑
定
協
同
組
合
）

初
鹿
野
玉
和（
南
ア
ル
プ
ス
・エ
コ
協
業
組
合
）

橋
本

　義
次（
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
協
同

　
　
　
　
　組
合
）

樋
口

　廣
紀（
協
同
組
合
ア
ム
ス
韮
崎
）

前
田

　
　博（
山
梨
県
不
動
産
業
協
同
組
合
）

米
林

　美
德（
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合
）

渡
邊

　征
夫（
都
留
信
用
組
合
）

　
甲
斐
市
管
工
事
協
同
組
合

北
杜
市
環
境
事
業
協
同
組
合

　
青
沼

　
　洋（
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
協
同
組
合
）

浅
川

　菊
吉（
山
梨
療
術
業
協
同
組
合
）

伊
藤

　浩
一（
甲
府
建
具
協
同
組
合
）

今
井

　裕
久（
山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組
合
）

今
井

　正
行（
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
）

奥
津

　
　武（
河
口
湖
商
業
協
同
組
合
）

小
沢

　建
司（
山
梨
県
環
境
計
量
事
業
協
同
組
合
）

金
子

　良
次（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）

河
村

　
　昭（
甲
府
畳
工
業
協
同
組
合
）

橘
田

　和
俊（
山
梨
県
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
）

小
池

　厚
一（
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
協
同
組

　
　
　
　
　合
）

後
藤

　一
平（
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業

　
　
　
　
　組
合
）

小
山

　亀
一（
山
梨
県
配
電
盤
工
業
協
同
組
合
）

斉
木

　元
司（
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
）

斉
藤

　正
男（
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
）

高
尾

　昌
之（
西
桂
織
物
工
業
協
同
組
合
）

中
嶋

　
　正（
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
）

古
屋

　孝
夫（
山
梨
県
貴
金
属
工
芸
協
同
組
合
）

堀
内

　
　久（
山
梨
県
地
質
調
査
事
業
協
同
組
合
）

前
田

　
　博（
山
梨
県
不
動
産
業
協
同
組
合
）

町
田

　昌
義（
山
梨
物
流
事
業
協
同
組
合
）

三
井

　義
仁（
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合
）

宮
崎

　
　洋（
山
梨
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組

　
　
　
　
　合
）

向
山

　健
次（
山
梨
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業
協
同
組
合
）

武
藤

　雄
一（
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業

　
　
　
　
　組
合
）

八
木

　克
夫（
上
野
原
機
械
器
具
工
業
協
同
組
合
）

谷
内

　行
雄（
早
川
砂
利
協
同
組
合
）

　
小
野

　晃
正（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
青
年
部

　
　
　
　
　会
）

鈴
木

　浩
文（
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
青
年
部
）

辻

　
　宏
幸（
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
青
年

　
　
　
　
　部
）

　
猪
股

　
　勇（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

長
田

　勝
秋（
甲
府
市
資
源
回
収
協
同
組
合
）

篠
原

　
　恵（
山
梨
中
央
青
果
商
業
協
同
組
合
）

前
川

　由
彦（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

三
井

　伸
吾（
山
梨
県
火
災
共
済
協
同
組
合
）

三
井

　弘
美（
山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組
合
）

渡
辺

　昭
彦（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

窪
田

　
　学（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
）

●
感
謝
状（
退
任
役
員
）
 

13
名

●
感
謝
状（
退
任
理
事
長
）
 

28
名

●
優
良
組
合

 

2
組
合

●
組
合
功
労
者

 

27
名

●
青
年
部
功
労
者

 

3
名

●
優
良
専
従
職
員

 

8
名

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

感
謝
状

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長
表
彰

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
表
彰

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
表
彰

23

平
成

　
　年
度
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減少
42%

不変
38%

増加
20% 悪化

40%
不変
50%

好転
10%

悪化
44% 不変

48%

好転
8%

減少
40%

不変
46%

増加
14%

悪化
46% 不変

48%

好転
6%

悪化
40%

不変
52%

好転
8%

データから見た業界の動き（平成23年5月分）
収益状況
2010年5月

景況感
2010年5月

売上高
2010年5月

2011年5月 2011年5月2011年5月

　本県の５月の景況は、全業種のDI値が、売上高－
26（前年同月比－4）、収益状況－40（前年同月比
－10）、景況感－32（前年同月比＋4）となってお
り、業種別のDI値では製造業で、売上高－10（前年
同月比－5）、収益状況は－25（前年同月比－5）、景
況感は－25（前年同月比－5）。非製造業で、売上高
－37（前年同月比－4）、収益状況－50（前年同月
比－13）、景況感－37（前年同月比＋10）となって
いる。
　前月と比べて非製造業の「景況感」がわずかに上
昇した。政府発表の景気の基調判断でも「このとこ
ろ上向きの動きがみられる」として4カ月ぶりに上
方修正されている。東日本大震災で寸断された部
品のサプライチェーン（供給網）が復旧し、生産が
持ち直していることなどからの判断であるが、取引
先の操業低下による受注減、資材・部品の調達難と
価格上昇、燃料の高騰、買い控えなど消費減退によ
る売上減の影響に加え、電力供給の不安が重なっ
て、中小企業の先行きはなお予断を許さない状況
が今後もしばらく続くと考えられる。
　情報連絡員からの業況報告では、震災の影響か
ら徐々に回復基調にあるという意見がいくつか見
られる。一方、輸出の不振、予定受注の中止・延期、
原材料の不足・値上がり、燃料の高騰、電力不足に
対する対策など先行きへの不安感も多くあり、震
災後のパニックから徐々に回復傾向にあるもの
の、以前より続く不況から脱するにはまだまだ時
間がかかると思われる。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　当
業
界
は
、企
業
等
の
P
R
活
動
の
た
め
の
看
板
等
の
作

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　日
本
で
は
、江
戸
時
代
か
ら
職
人
が
手
作
業
で
看
板
等
を

作
成
し
、そ
れ
ぞ
れ
が
作
る
書
体（
フ
ォ
ン
ト
）を
そ
の
企
業

の
売
り
と
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、現
代
で
は
パ
ソ
コ
ン
等

の
普
及
に
よ
り
、様
々
な
書
体
が
簡
単
に
作
成
で
き
る
よ
う

に
な
り
、そ
の
た
め
、他
社
と
の
差
別
化
が
難
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。現
在
は
、顧
客
に
対
し
、デ
ザ
イ
ン
の
工
夫
等
の
付

加
価
値
を
ど
う
創
造
し
て
い
く
か
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　ま
た
、近
年
の
景
気
後
退
は
、当
業
界
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。企
業
が
経
費
削
減
を
考
え
た
と
き
、ま
ず
候
補

と
さ
れ
る
の
は
広
告
・
看
板
・
チ
ラ
シ
等
の
広
告
宣
伝
関
係
と

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。こ
れ
に
よ
り
仕
事
量
は
減
少
し
、同

業
者
間
で
の
価
格
競
争
も
起
き
て
い
ま
す
。そ
の
他
、近
年
の

原
油
高
騰
に
伴
い
、看
板
資
材
等
の
値
上
げ
も
、当
業
界
に
と

っ
て
は
大
き
な
痛
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　皆
さ
ん
が
ご
承
知
の
よ
う
に
屋
外
広
告
物
は
、経
済
活
動

や
日
常
の
住
民
生
活
に
は
必
要
不
可
欠
な
物
で
す
。し
か
し
、

一
方
で
景
観
の
重
要
な
要
素
で
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
訳

で
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
に
対
応
出
来
得
る
新
し
い
ル
ー
ル
作

り
の
構
築
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
当
組
合
で
は
、４
年
前
か
ら
県
内
に
お
け
る
屋
外

広
告
物
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
、研
究
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　こ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、一
昨
年
度
、国
土
交
通
省
の
「
住

ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
坦
い
手
事

業
」
の
支
援
対
象
団
体
と
し
て

選
定
さ
れ
、昨
年
度
に
は
行
政

の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き

「
屋
外
広
告
物
研
究
会
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。今
年
度
は
事

業
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
が
、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
活
動
を
展

開
し
て
い
き
、山
梨
県
の
将
来

に
ふ
さ
わ
し
い
ル
ー
ル
の
提
案

と
組
合
の
地
位
向
上
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　５
月
の
調
査
で
は
、震
災
の
影

響
に
よ
る
資
金
繰
り
悪
化
な
ど
特

に
金
融
面
に
関
す
る
現
状
に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。内
容
は

次
の
通
り
。

　す
で
に
制
度
融
資
を
利
用
し
て

い
る（
食
料
品
製
造
業
）。支
払
い

猶
予
、融
資・保
証
の
審
査
基
準
の

緩
和
を
望
む（
食
料
品
製
造
業・貴

金
属
製
造
業
）。返
済
の
め
ど
が
立

た
ず
新
た
な
借
入
に
は
踏
み
出
せ

な
い（
繊
維
工
業・運
輸
業
）。震
災

に
よ
り
、直
接
被
害
を
受
け
た
業

界
だ
け
で
な
く
、日
本
の
全
て
の

地
域
、全
て
の
業
界
に
お
い
て
直

接・間
接
を
問
わ
ず
、影
響
を
受
け

て
い
る
た
め
、特
に
中
小
企
業
に

対
す
る
手
厚
い
資
金
繰
り
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
震
災

に
対
応
し
て
、関
西
エ
リ
ア
へ

婚
礼
用
食
材
の
セ
ー
ル
ス
を
展

開
。仕
入
価
格
が
高
く
、採
算
面

は
あ
ま
り
望
め
な
い
状
況
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
取
引

先
で
あ
る
大
手
ス
ー
パ
ー
の
東

北
地
方
の
店
舗
が
被
災
か
ら
復

活
し
て
い
な
い
た
め
売
り
上
げ

は
低
調
。輸
出
は
台
湾
が
低
水

準
な
が
ら
動
き
出
し
た
が
、ア

メ
リ
カ
・
中
国
向
け
は
皆
無
の

状
況
。

●
繊
維
・
同
製
品（
織
物
）／
ネ
ク

タ
イ
、ス
カ
ー
フ
等
の
市
場
か

ら
の
機
能（
ク
ー
ル
、Ｕ
Ｖ
カ
ッ

ト
、遮
光
等
）に
対
す
る
要
求

が
強
く
、産
地
内
で
も
対
応
し

て
い
る
問
屋（
機
屋
）に
は
注

文
が
多
く
入
っ
て
い
る
。裏
地

の
生
産
が
か
な
り
落
ち
込
ん
で

き
た
。

●
繊
維
・
同
製
品（
ア
パ
レ
ル
）／

国
外
で
の
生
産
の
条
件
が
難

し
く
な
り
、そ
の
分
国
内
に
振

り
向
け
ら
れ
、生
産
量
が
対
前

年
で
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
価
格
は
安
値
の
ま
ま
で

あ
る
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
徐
々
に

仕
事
量
は
増
え
て
い
る
が
、仕

入
れ
価
格
、燃
料
価
格
の
上
昇

な
ど
先
行
き
は
不
透
明
。杭
や

コ
ン
パ
ネ
の
需
要
は
一
段
落
。エ

コ
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー

ム
は
盛
ん
で
、木
材
需
要
は
高

い
が
７
月
末
ま
で
と
考
え
る
。

●
窯
業
・
土
石（
砂
利
）／
6
月
に

入
る
と
、新
年
度
発
注
工
事
が

直
ち
に
着
工
し
な
い
た
め
、2

ヵ
月
程
度
は
売
上
高
が
減
少
す

る
見
込
み
。そ
の
後
、中
部
横
断

自
動
車
道
建
設
工
事
増
穂
〜

身
延
間
の
工
事
が
発
注
さ
れ
て

く
る
た
め
、逐
次
出
荷
量
が
増

加
し
て
い
く
見
込
み
。7
月
か

ら
の
節
電
で
は
操
業
時
間
を
短

縮
し
た
り
、休
日
を
増
や
す
対

応
を
と
ら
ざ
る
を
得
ず
、仕
事

量
が
増
え
て
い
く
時
と
重
な
る

た
め
影
響
が
大
き
い
。

●
一
般
機
器
／
プ
リ
ン
ト
配
線
板

製
造
に
関
連
し
た
機
械
は
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
販
売
が
好
調

で
、こ
れ
に
関
し
た
設
備
投
資

（
輸
出
が
主
）が
順
調
に
伸
び
て

き
て
い
る
。

●
そ
の
他（
貴
金
属
）／
予
想
よ
り

も
は
る
か
に
震
災
の
影
響
が
大

き
く
売
り
上
げ
の
減
少
が
止
ま

ら
な
い
。

■
非
製
造
業

●
小
売（
食
肉
）／
Ｇ
Ｗ
前
半
は

好
調
だ
っ
た
が
、後
半
以
降
月

末
ま
で
低
調
が
続
い
た
。震
災

の
影
響
に
よ
る
消
費
不
振
と

O
‐
1
1
1
事
件
に
よ
る
牛

肉
の
売
り
上
げ
不
振
が
影
響

し
て
い
る
。

●
小
売（
自
動
車
）／
６
月
以
降
に

つ
い
て
は
、年
内
正
常
化
に
向

け
て
、徐
々
に
回
復
傾
向
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
震
災
の

影
響
か
ら
省
エ
ネ
商
品
へ
の
需

要
が
高
ま
り
エ
ア
コ
ン
、冷
蔵

庫
の
需
要
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し

て
き
た
。6
月
か
ら
義
務
化
さ

れ
た
火
災
報
知
器
は
、需
要
が

高
ま
り
品
不
足
の
状
況
が
続

い
て
い
る
。

●
小
売（
石
油
）／
4
月
末
か
ら

中
東
原
油
の
大
幅
下
落
、円
高

ド
ル
安
で
原
油
コ
ス
ト
が
急
落

し
た
た
め
県
下
給
油
所
は
３

円
程
度
の
値
下
げ
を
行
っ
た
。

6
月
は
原
油
価
格
の
上
昇
に

よ
り
、若
干
の
値
上
げ
が
予
想

さ
れ
る
。

●
商
店
街
／
飲
食
店
を
中
心
に

売
上
は
減
少
し
て
い
る
。徐
々

に
回
復
基
調
に
は
あ
る
が
、以

前
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
。小
売

店
は
高
級
品
の
売
れ
行
き
が

悪
い
。

●
宿
泊
業
／
自
粛
ム
ー
ド
も
多
少

緩
和
さ
れ
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
は
直
前
予
約
で
満
室
に
な

っ
た
ホ
テ
ル
・
旅
館
も
あ
っ
た
。

し
か
し
原
発
事
故
の
影
響
で
外

国
人
観
光
客
は
激
減
し
て
お

り
、震
災
前
の
レ
ベ
ル
に
戻
る

に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
る
と

思
わ
れ
る
。

●
美
容
業
／
美
容
店
同
士
の
競
争

が
激
し
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

前
年
比
で
３
割
以
上
下
回
っ
て

い
る
店
が
増
え
て
い
る
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
原
油

価
格
高
騰
に
伴
い
原
材
料
価

格
が
値
上
が
り
し
て
お
り
、工

事
価
格
へ
は
転
嫁
で
き
ず
、先

行
き
へ
の
不
安
は
払
拭
で
き
な

い
。県
外
企
業
の
参
入
が
懸
念

さ
れ
る
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
震
災
以
降
の
需

要
は
学
校
関
係
が
か
ろ
う
じ
て

あ
っ
た
が
、学
校
行
事
が
少
な

く
な
る
６
月
以
降
は
一
般
の
需

要
が
な
か
な
か
戻
ら
ず
極
め
て

憂
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
５
月
前
半

は
荷
動
き
も
芳
し
く
な
か
っ
た

が
、中
旬
以
降
は
荷
動
き
に
も

活
気
が
出
て
き
た
感
が
あ
る
。

　

 

山
梨
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　渡
辺 

和
之 

氏

　

 

山
梨
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　渡
辺 

和
之 

氏

5月分
平成23年

屋外広告物「ハンドブック」
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

A
C

T
I

V
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K

U
M

I
A

I

　６
月
11
日（
土
）・
12
日

（
日
）に
甲
府
市
の
山
梨
Ｊ

Ａ
会
館
に
お
い
て
、「
第

21
回
山
梨
ス
タ
ン
プ
フ
ェ

ア
」
が
開
催
さ
れ
、２
日

間
で
約
５
０
０
人
の
印
章

関
連
業
者
が
県
内
外
よ
り

来
場
し
た
。

  

同
組
合
は
、山
梨
県
の
地

場
産
業
で
あ
る
印
章
業
の

中
で
、そ
の
底
辺
を
支
え

る
メ
ー
カ
ー
と
問
屋
の
組

合
で
あ
り
、全
国
の
組
織

の
中
で
唯
一
の
法
人
組
織

で
あ
る
。

　そ
の
メ
イ
ン
事
業
が
、山
梨
ス
タ
ン
プ
フ
ェ
ア
の
開
催
で
あ
り
、

昭
和
60
年
9
月
に
第
1
回
を
石
和
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
し
て

か
ら
、今
年
で
第
21
回
の
開
催
と
な
る
。

　先
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、印
章
業
に
携
わ
る
業
者
の
中
に

は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
者
も
あ
り
、開
催
の
延
期
も
検
討
し
た

が
、「
山
梨
発
信
！

　元
気
印
。」
、「
皆
様
の
商
売
判
盛
を
と
り

モ
ツ
！
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、県
内
外
か
ら
の
来
場
者
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、「
鳥
も
つ
煮
」
を
無
料
で
振
る
舞
っ
た
。

　ま
た
、目
玉
企
画
と
し
て
、印
鑑
ケ
ー
ス
生
産
量
「
日
本
一
」
の

山
梨
の
特
徴
を
活
か
し
、印
鑑
ケ
ー
ス
の
「
大
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
」

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
た
ほ
か
、印
章
店
の
専
門
知
識
の
向
上
の
た

め
、社
団
法
人
宝
石
貴

金
属
協
会
の
協
力
に
よ

り
、「
簡
単
な
天
然
水

晶
の
見
分
け
方
」
と
題

し
た
講
演
会
を
実
施
し

た
。　組

合
で
は
、今
後
も

印
章
技
術
の
伝
承
を
通

じ
印
章
文
化
で
の
社
会

貢
献
活
動
、山
梨
県
の

地
場
産
業
の
成
長
、発

展
の
た
め
に
活
動
す
る

こ
と
を
組
合
員
一
同
決

意
し
、成
功
裏
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

毎
年
恒
例
の

　
　「も
ろ
こ
し
フ
ェ
ア
」を
開
催

風土記の丘農産物直売所
（一般社団法人 中道農産物加工直売組合）

T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
40
回
甲
府
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア

　〜K
o
fu
 Jew

elry F
air 2

0
1
1

〜

　
　
　
　
　
　
　開
催
さ
れ
る

協同組合山梨県ジュエリー協会T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3
年
ぶ
り
に
開
催
！！

第
21
回
山
梨
ス
タ
ン
プ
フ
ェ
ア

山梨県印判用品卸商工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

早朝から多くの来場者で賑わった

焼きもろこしの売上金は義援金として寄付された

フェア会場風景

講演会の様子

会場風景

テープカットをする内藤会長夫人（中央右）

　協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ

リ
ー
協
会（
近
藤
誠
理
事
長
）

は
６
月
８
日
・
９
日
の
両
日
、

甲
府
市
の
「
ア
イ
メ
ッ
セ
山

梨
」
に
お
い
て
「
第
40
回
甲

府
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア

（K
ofu Jew

elry Fair 
2011

）」
を
開
催
し
た
。

　例
年
は
、信
玄
公
ま
つ
り

輝
き
の
祭
典『
大
宝
飾
展
』と

と
も
に
、４
月
に
開
催
さ
れ

て
い
た
が
、震
災
の
影
響
を

考
慮
し
、延
期
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。第
40
回
と
な
る
今
回
の
フ

ェ
ア
は
、「
歴
史
、技
術
、輝
き
を
未
来
へ
│
40
回
開
催
に
感
謝
を

こ
め
て
│
」
と
題
し
て
、山
梨
県
内
の
有
力
ジ
ュ
エ
リ
ー
メ
ー
カ

ー
な
ど
68
社
が
出
展
し
た
。こ
の
フ
ェ
ア
は
、ジ
ュ
エ
リ
ー
の
総
合

展
示
会
と
し
て
、全
国
か
ら
宝
飾
品
メ
ー
カ
ー
や
流
通
業
者
な
ど

が
訪
れ
、２
日
間
の
来
場
者
数
は
１
，７
８
７
人
、総
売
上
約
18
億

円
を
達
成
し
た
。

　組
合
は
、ジ
ュ
エ
リ
ー
産
業
は
消
費
の
低
迷
の
影
響
が
特
に
大

き
い
こ
と
か
ら
、大
幅
な
売
上
減
少
を
懸
念
し
て
い
た
が
、各
社
の

平
均
売
上
高
が
昨
年
比
マ
イ
ナ
ス
８
％
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
の
産
地
山
梨
で
フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
効
果
が
高
か
っ

た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

　会
場
で
は
、山
梨
産
地
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る「
Ｋ
ｏ
ｏ
│
ｆ
ｕ
」は
、

市
場
を
意
識
し
て
商
品
開
発
を
行
い
、各
社
と
も
新
作
発
表
を
し

た
ほ
か
、全
国
の
若
者
か
ら
デ
ザ
イ
ン
画
を
公
募
し
た「
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
1
」

や「
山
梨
県
工
業
技
術
セ
ン
タ

ー
見
学
ツ
ア
ー
」な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
た
。

　特
に
今
回
は
、震
災
被
災
者

の
復
興
支
援
の
た
め
、ジ
ュ
エ

リ
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
も
行

わ
れ
た
。47
社
か
ら
提
供
さ
れ

た
１
２
５
点
の
商
品
は
、１
，０

２
７
，０
０
０
円
で
完
売
し
、消

費
税
分
を
差
し
引
い
た
全
額
が

山
日
Ｙ
Ｂ
Ｓ
厚
生
文
化
事
業

団
に
寄
付
さ
れ
た
。

　安
全
・
安
心
・
新
鮮
な
農
産

物
等
を
消
費
者
に
提
供
し
、

生
産
と
消
費
が
一
体
化
し
た

産
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
風
土
記
の
丘
農
産
物
直
売

所（
一
般
社
団
法
人
中
道
農

産
物
加
工
直
売
組
合

　志
村

公
夫
理
事
長
）で
は
、毎
年
恒

例
と
な
っ
た
「
も
ろ
こ
し
フ

ェ
ア
」
を
６
月
12
日（
日
）に

開
催
し
、会
場
と
な
っ
た
直

売
所
は
、オ
ー
プ
ン
直
後
の

午
前
９
時
か
ら
多
く
の
人
で
溢
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

　「
も
ろ
こ
し
フ
ェ
ア
」
で
は
、中
道
特
産
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

「
き
み
ひ
め
」
の
販
売
を
中
心
に
、茹
で
も
ろ
こ
し
の
試
食
配
付
、

綿
菓
子
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、焼
き
も
ろ
こ
し
・
蒸
し
じ
ゃ
が
い
も
の

販
売
、大
好
評
の
夏
季
限
定
も
ろ
こ
し
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
割
引

販
売
、さ
ら
に
じ
ゃ
が
い
も
、も
ろ
こ
し
の
収
穫
体
験
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
今
年
は
、と
り
も
つ
隊
に
よ
る
「
鳥
も
つ
煮
」
の
販
売
も
行

わ
れ
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　な
お
、こ
の
「
も
ろ
こ
し
フ
ェ
ア
」
で
の
焼
き
も
ろ
こ
し
の
売
上

金
の
全
額
を
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
の
た
め
の
義
援
金

と
し
て
寄
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　組
合
は
、現
在
、甲
府
市
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、「
風
土
記
の

丘
農
産
物
直
売
所
」
の
管
理
、運
営
を
行
っ
て
お
り
、６
月
の
「
と

う
も
ろ
こ
し
フ
ェ
ア
」
を
は
じ
め
、８
月
に
は
「
梨
ま
つ
り
」
、12

月
に
は
「
感
謝
祭
」
を
開
催
し
、消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
、地
域
一
体
と
な
っ

た
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　ま
た
、季
節
の
旬
な
野
菜
や

果
物
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

も
ろ
こ
し
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

（
夏
季
限
定
）、も
ろ
こ
し
味
噌

ま
ん
じ
ゅ
う
に
、梨
ワ
イ
ン
、お

や
き
な
ど
、オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
、販
売
な
ど
、積
極
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　「
風
土
記
の
丘
農
産
物
直
売

所
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、旬
の
野
菜
や
果
物
な
ど
の
入
荷
状

況
や
、オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
ご
覧
頂
け
ま
す
。

　●
風
土
記
の
丘
農
産
物
直
売
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　

http://fudoki-nakam
ichi.com

/



第三種郵便物認可　平成23年７月１日（金曜日）中小企業タイムズ（5）

■先生の研究分野を教えてください。
　大きく分けて２つの研究をおこなっています。
　一つ目がタンパク質工学の研究で、特に酵素の安
定性及び基質認識機構について研究を行っていま
す。天然由来の酵素は、我々がそのまま利用を試み
ても、思うような安定性や効率性を得ることが難し
い等の問題があります。これを人為的に改変するこ
とで安定化、効率化させる事を目指しています。
　もう一つが生命機能工学です。
　この研究は、生命機能を使って有用な物質を作る
ことで、今話題となっているバイオマスエネルギー
の研究も含まれています。
　バイオマスエネルギーとは、広い意味では化石燃
料以外のもの全てを指すため非常に幅広いですが、
私が研究しているのは、水素、メタン、藻類、炭化水
素等燃料の効率的生産です。
　バイオマスエネルギーの研究は、エコロジーの観
点から様々な場所で話題となっておりますが、石油
に変わるエネルギーとして実用化するまでにはＥＰ
Ｒ※についての課題を解決しなければなりません。
これは１のバイオマスエネルギーを作り出すため
に、２の石油を利用していては何の意味も無いから
です。
　バイオマスエネルギーは、まだまだ研究途上であ
り、このようなケースが多く見受けられます。
　しかし、石油は有限と言われ、長期的には高騰化
することが想定されるので、将来的にはバイオマス
エネルギーが主力となる可能性は十分にあると思い
ます。そのためにも経済性のあるバイオマスエネル

ギーの研究を進めているところです。

■具体的な課題を教えてください。
　例えば、木材はハードバイオマスと呼ばれ、リ
グニン構造が強固なためバイオマスエネルギー
にすることが最も困難と言われています。
　これは、木材に含まれる「セルロース」と「ヘミ
セルロース」をバイオマス燃料にするためには先
ずリグニンを分解する必要があるからです。
　リグニンは、硫酸等で化学的に分解すること
が可能ですが、中和が必要となるため発酵残渣
の処理等が必要となり結果的にコスト高になり
ます。
　そのため、他の方法でリグニンを分解すること
が求められています。

■課題を解決するための方法を教えてください。
　そこで、研究を進めているのがキノコ廃菌床でリ
グニンを分解することです。
　現在、キノコの国内生産は約40万トンで、そこから
約100万トンの廃菌床が発生しています。この廃菌
床の多さがキノコ産業の経営を圧迫しており、廃菌
床を燃料源として再利用することがキノコ産業を守
ることにもつながります。また、この過程での針葉樹
廃棄物の利用も行っています。
　バイオ燃料の生産後にも、発酵残渣が残るので、

これの高付加価値化も試みています。従来の焼却処
分や堆肥への利用だけでは低価値しか得られない
からです。
　これにより、ハードバイオマスの循環が生まれ、
経済性のあるバイオマスエネルギーシステム（図１）
が構築されるものと考えております。

※ EPR（Energy Profit Ratio）
投入エネルギー量をＩ、得られるエネルギーをＥとすれば、
Ｅ／Ｉの値のこと。少なくとも２以上は欲しい。

　このコーナーは、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけ」にと、山梨大学の先生と研究を
紹介するために企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉
で記事を書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝わらない場合がありますが、ご
容赦下さい。

生物活用を基盤とした経済的バイオマス産業の開発

●宇井先生の研究などについてのご相談がありましたら、山梨大学　産学官連携・研究推進機構
　（TEL：055-220-8755，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

ただいま、研究中!

山梨大学　研究室訪問

●山梨大学大学院医学工学総合研究部

　農学博士　宇井 定春 教授

第31回

図1

　今回の震災を理由に雇用する労働者を解雇・雇止めすることはやむ
を得ない対応として認められるのでしょうか。

　震災を理由とすれば無条件に解雇や雇止めが認められるものではあ
りません。また、今回の震災の影響により、厳しい経営環境に置かれてい

る状況下においても、出来る限り雇用の安定に配慮していただくことが望まれます。
　解雇については、法律で個別に解雇が禁止されている事由（例：業務上の傷病に
よる休業期間及びその後30日間の解雇（労働基準法第19条）等）以外の場合は、労
働契約法の規定や裁判例における以下のようなルールに沿って適切に対応する必
要があります。
①期間の定めのない労働契約の場合
　労働契約法第16条では、「解雇は、客観的に合理的な理由を欠き、社会通念上
相当であると認められない場合は、その権利を濫用したものとして、無効とす
る。」と規定されています。
　また、整理解雇（経営上の理由から余剰人員削減のためになされる解雇）につ
いては、裁判例において、解雇の有効性の判断に当たり、⑴人員整理の必要性、⑵

解雇回避努力義務の履践、⑶被解雇者選定基準の合理性、⑷解雇手続の妥当性、
という４つの事項が考慮されており、留意が必要です。
②有期労働契約（期間の定めのある労働契約）の場合

※パートタイム労働者や派遣労働者に多く見られる契約形態です。
　労働契約法第17条第１項では、「使用者は、期間の定めのある労働契約について、やむを
得ない事由がある場合でなければ、その契約期間が満了するまでの間において、労働者を
解雇することができない。」と規定されています。
※有期労働契約期間中の解雇は、期間の定めのない労働契約の場合よりも、解雇の有効性
は厳しく判断される点に留意が必要です。

　また、裁判例によれば、契約の形式が有期労働契約であっても、期間の定めの
ない契約と実質的に異ならない状態に至っている契約である場合や、反復更新
の実態、契約締結時の経緯等から雇用継続への合理的期待が認められる場合
は、解雇に関する法理の類推適用等がされる場合があります。個別の解雇・雇止
めの当否については最終的には裁判所における判断となりますが、これらの規定
の趣旨や裁判例等に基づき、適切に対応されることが望まれます。
　なお、個別の事案につきましては、各都道府県労働局等に設置されている総合
労働相談コーナーにおいて、民事上の労働問題に関する相談・情報提供等を行っ
ておりますので、必要に応じてご活用ください。

労働基準法等に関するＱ＆Ａ（第３版）

震災に伴う解雇について
●平成23年東北地方太平洋沖地震に伴う労働関連情報

Ａ3-1
Ｑ3-1



中小企業タイムズ（6）第三種郵便物認可　平成23年７月１日（金曜日）

刊行図書のご案内刊行図書のご案内
組合運営に役立つ刊行図書が発売されました。是非、スムーズな組合運営にお役立てください。

お問い合わせ・購入先　　山梨県中小企業団体中央会　組織課　仲澤
　　　　　　　　　　　　☎０５５－２３７－３２１５　もしくは　中央会担当指導員まで

A5版/定価　4,725円

●「総務編」・「会計編」・「税務編」と、組合運営の広範囲を網羅する組合事務局のマストアイテム。
中央会職員の多くも活用。

①2011年版 中小企業組合必携

四六版/定価　1,575円

●組合の概要、理事とは何か…等、理事がふと疑問に思う質問にズバッと回答!!理事の皆さん、こ
れがあればもう迷わない!

②中小企業組合  理事のためのQ&A

A5版・全3巻/定価　36,750円

●「総務」・「事業」・「会計」・「管理」・「法令等資料」と組合運営に不可欠な項目を完全網羅した百科
全書です。

③中小企業組合実務ハンドブック

　山梨県中小企業団体中
央会は、６月27日（月）午後
１時から甲府市「ベルクラ
シック甲府」にて、中小企業
新卒人材採用支援事業※の
一環として「第１回やまな
し中小企業合同就職説明
会」（主催：山梨県・山梨県
中小企業団体中央会）を開
催した。
　この説明会は、平成24年
３月に大学・短大･専門学

校等卒業予定者及び卒業後３年以内の既卒者を対象とし、県内に事業所等がある
中小企業54社が参加した。

　当日は、350人が来場、自由に希
望企業と面談するフリーガイダンス
方式で、自分の希望職種を求め、幾
つもの企業ブースを回り、仕事の内
容や経営状況等の説明を熱心に聞
いたり、自己ＰＲを積極的に行って
いた。
　合同就職説明会は、本年度山梨県
から委託を受け実施している｢中小
企業新卒人材採用支援事業｣の一環
として開催され、第2回を8月26日（金）、第３回を10月27日（木）に予定している。

※｢中小企業新卒人材採用支援事業｣
　就職希望の大学等の学生に対して、採用意欲のある中小企業の魅力を発信し、学生の
企業選択の範囲を広げ、これらの中小企業と学生との出会いの場を充実することにより、
新卒者の中小企業への就職を促進する。合同就職説明会の他、県が運営する「ユースバン
クやまなし」への企業登録･掲載、企業ガイドブックの作成等を計画している。

平成24年3月大学等卒業予定者等対象
合同就職説明会を開催

山梨県中小企業団体中央会◀

　山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、6
月
25
日

（
土
）に
山
梨
県
森
林
公
園
・
金
川
の
森（
ど
ん
ぐ
り

の
森
）に
お
い
て
整
備
作
業
を
実
施
し
た
。

　平
成
17
年
に
中
央
会
創
立
50
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、中
小
企
業
が
環
境
問
題
に
取
り
組
む

具
体
的
な
行
動
と
し
て
、当
地
に
植
樹
を
行
っ
た
。

　木
々
は
、た
だ
植
え
る
だ
け
で
は
な
く
、水
を
や
り

下
草
刈
り
を
行
う
な
ど
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、

根
を
張
り
成
長
す
る
。ま
た
、緑
を
保
全
し
創
出
す

る
こ
と
で
、保
水
や
景
観
の
保
全
が
図
ら
れ
、炭
酸

ガ
ス
の
吸
収
に
よ
っ
て
温
暖
化
防
止
に
重
要
な
効
果

も
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
人
が
手
を
加
え
環
境
を
整
え
て
木
を

育
て
る
過
程
は
、中
小
企
業
の
成
長
の
姿
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
、中
小
企
業
者
が
経
営
を
か
え
り
み
る

場
所
と
し
て
「
中
小
企
業
の
森
」
と
名
付
け
、毎
年

こ
の
森
の
整
備
を
行
っ
て
き
た
。

　当
日
は
、約
2
5
0
名
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加

を
頂
き
、9
時
15
分
か
ら
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、そ
の
後
1
時
間
ほ
ど
作
業
を
行
っ
た
。

　ま
た
、山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合（
小
林
稔

蔵
理
事
長
）・
N
P
O
法
人
森
造（
木
村
浩
行
代
表
）

よ
り
コ
ナ
ラ
の
苗
木
50
本
が
寄
贈
さ
れ
、会
員
の
皆

様
は
木
々
と
中
小
企
業
の
成
長
の
願
い
を
込
め
て

植
樹
を
行
っ
た
。

　ご
協
力
頂
い
た
皆
様
方
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、来

年
以
降
も
木
の
成
長
を
見
守
り
、整
備
作
業
に
ご
協

力
を
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「中小企業の森」整備作業を実施「中小企業の森」整備作業を実施

「中小企業の森」整備作業の様子

講演会の様子

企業から説明を受ける学生
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人材を必要としている企
業の方

被災地企業で雇用調整を
検討している企業の方へ

被災地企業の従業員の方々
の受入情報を募ってます

出向・移籍を希望される方
を支援します

出向・移籍の専門機関

㈶産業雇用安定センター㈶産業雇用安定センター

㈶産業雇用安定センター山梨事務所
〒400-0031 山梨県甲府市丸の内2-14-13ダイタビル4階
Tel 055-235-6236/6276
Fax 055-235-6252
URL http://www.sangyokoyo.or.jp/

東日本大震災被災地企業従業員の
方々を出向・移籍で応援します
東日本大震災被災地企業従業員の
方々を出向・移籍で応援します

お問合せ先

㈶産業雇用安定センターのプロフィール㈶産業雇用安定センターのプロフィール

経済・産業団体と厚生労働省の協力で設立された公益法人です
全国ネット、47都道府県の事務所でサポート
費用はかかりません

●平成23年７月20日（水）
●東京エレクトロン
　韮崎文化ホール

面接会参加企業募集中

〒400-0035　甲府市飯田3丁目3-28
Tel.055-228-8383

㈳山梨県シルバー人材センター連合会

　㈳山梨県シルバー人材センター連合会では山梨労
働局より委託をうけてシニアワークプログラム地域事
業を実施し、55歳以上の高齢者の就職・就業支援をし
ています。

タクシー乗務員面接会

ヘルパー２級課程面接会

＊面接会参加企業を募集しています。詳しくは下記までお問合せ下さい。

●平成23年7月13日（水）
●山梨県立青少年センター

事業主のみなさまへ
優秀な人材確保への近道！
事業主のみなさまへ
優秀な人材確保への近道！

▶企業実習型（求人セット型）訓練とは
　企業が採用に先立ち、自社を訓練実施場所に、職場実習を中心とした「職場内訓練」を実施します。
　求職者の適性や、実務能力の把握と向上を前提に、実際の業務をしながら勉強するOJT方式の訓
練ですから、訓練修了後は即戦力として採用することができます。
（雇用保険の適用事業所の事業主であることが必要です）
▶訓練期間は原則3ヶ月間です　（内容・採用時期により短縮もできます）
▶訓練期間中は「賃金」の支払・「社会保険」への加入は、ありません
▶委託訓練費が支払われます
　訓練生一人につき…
　1ヶ月　63,000円（消費税込み）が「委託訓練費」として事業主に支払われます。

▶訓練生（求職者）の紹介はハローワークから
　お問合せ先は
　下記、山梨県産業労働部産業人材課、職業能力開発施設の担当者又は各ハローワークの職業相談
窓口まで

●山梨県産業労働部産業人材課　人材育成担当　加藤
　TEL 055-223-1567 （内線 4855）　FAX 055-223-1560

ご存知ですか?（求人セット型）企業実習型訓練制度

　山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、本
年
度
、農
林
水
産

省（
関
東
農
政
局
）が
公
募
し
た
6
次
産
業
総
合
推
進
委
託

事
業
の
採
択
を
受
け
、7
月
か
ら
山
梨
県
内
に
お
け
る
農
業

者
の
6
次
産
業
化
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
総
合
相
談
窓
口
と
し
て

事
業
を
開
始
す
る
。

　6
次
産
業
化
と
は
、農
業
者
が
1
次
産
業
の
生
産
だ
け
で

な
く
、2
次
産
業
で
あ
る
食
品
加
工
、3
次
産
業
で
あ
る
流

通
・
販
売
ま
で
を
総
合
的
に
行
い
、農
産
物
の
高
付
加
価
値

化
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、農
業
者
の
安
定
し
た
経
営
と
収

益
の
確
保
の
実
現
と
農
業
全
体
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
。

　近
年
、農
商
工
連
携
な
ど
の
取
り
組
み
が
活
発
化
し
て
い

る
こ
と
と
併
せ
て
、6
次
産
業
化
の
先
進
的
モ
デ
ル
を
創
出

す
る
こ
と
で
、農
村
部
の
活
性
化
を
は
じ
め
県
内
の
観
光
産

業
や
新
た
な
産
業
の
振
興
、創
出
な
ど
、地
域
全
体
へ
の
波
及

効
果
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　本
事
業
で
は
、6
次
産
業
化
に
向
け
た
相
談
対
応
は
も
と

よ
り
、本
年
3
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
六
次
産
業
化
法
に
基

づ
く
「
6
次
産
業
総
合
化
計
画
」
の
認
定
を
目
指
す
農
業
者

や
法
人
を
発
掘
し
、計
画
策
定
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、第

1
回
の
認
定
事
業
者（
本
県
に
お
い
て
は
4
法
人
）の
事
業
化

に
向
け
て
必
要
に
応
じ
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
く
。

　中
央
会
で
は
、6
次
産
業
化
に
係
る
農
業
者
や
農
業
生
産

法
人
か
ら
の
多
種
多
様
な
相
談
や
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
支
援
体
制
を
組
み
、地
域
資
源
活
用
や
農
商
工
連
携
事
業

に
お
い
て
農
業
全
般
、ブ
ラ
ン
ド
化
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、農

産
物
を
活
用
し
た
商
品
企
画
な
ど
の
知
見
を
持
つ
プ
ラ
ン
ナ

ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、経
営
全
般
や
専
門
的
か
つ
高
度

な
相
談
に
対
応
す
る
専
門
家
と
の
連
携
に
よ
る
ハ
ン
ズ
オ
ン

支
援
の
徹
底
を
図
る
。

　ま
た
、当
会
の
有
す
る
事
業
協
同
組
合
な
ど
を
中
心
と
す

る
各
産
業
の
業
界
団
体
と
山
梨
県
や
各
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
生
か
す
と
と
も
に
、当
会
の
特
産
品

販
路
開
発
チ
ー
ム
や
、昨
年
度
実
施
し
た
農
商
工
連
携
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
育
成
講
座
の
修
了
者
の
効
果
的
活
用
に
よ
り
、農

業
者
の
商
品
開
発
、製
造
加
工
か
ら
流
通
、販
路
拡
大
ま
で

の
助
言
・
サ
ポ
ー
ト
支
援
を
行
う
。

　な
お
、農
林
水
産
省
よ
り
6
次
産
業
総
合
化
事
業
計
画
の

認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
は
、計
画
実
現
に
向
け
て
数
多
く

の
充
実
し
た
補
助
金
制
度
が
活
用
で
き
る
。

平成23年度6次産業総合推進委託事業を受託
6
次
産
業
化
に
関
す
る

ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を
開
始

6
次
産
業
化
に
関
す
る

ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
を
開
始

本事業の趣旨
　小企業者組合の組合員である小企業者の経営
基盤の強化や生産性の向上を目指した、既存の
共同事業の改善や新たな事業開発のためのフィ
ージビリティ・スタディ（実現性調査・研究）、さら
にはフィージビリティ・スタディの結果を具体化
するための事業に対して助成を行い、小企業者
及び小企業者組合の活性化を支援します。

小企業者組合成長戦略
推進プログラム等支援事業公募
小企業者組合成長戦略
推進プログラム等支援事業公募

平成23年
6月1日㈬～7月15日㈮

募集期間

　事業申請の方法、様式や事業内容の詳しくは、
担当指導員もしくは山梨県中央会組織開発部組
織課（堀内・仲澤）TEL055-237-3215まで。

締切り間近!
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栄誉

編集後記
　電力不足が予想される今夏、各業種毎に様々な節
電対策が行われているものと思われます。本会は製
造業者では無いため大規模な節電対策を行う事は難
しいですが、コンピュータや蛍光灯などのまめな消
灯を行う事により少しでも節電に貢献できるように
していきたいと考えています。

●ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215　FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp

三井生命保険株式会社 山梨支社

（引受保険会社）

〒400-0031　甲府市丸の内1-17-10　東武穴水ビル8階

退職金準備等をお考えの経営者の皆様に！

◎特定退職金共済制度…
　大企業並みの退職金制度が確立できます。

◎団体扱（オーナーズプラン）…
　月払い契約の場合、一般扱（口座振替扱月払等）で
　ご契約いただくよりも、保険料が割安になります。

TEL055-224-3152

お問い合わせ（オーナーズプラン）

山梨県中央会共済制度

三井−企−23−23

甲府支店 国民生活事業

このたびの東日本大震災により被害を受けられた
中小企業のみなさまを対象とした「東日本大震災復興特別貸付」
をお取扱しております。

さらに、雇用維持・拡大を図る方等、一定の要件を満たす方
は、基準利率から最大0.5％（年利）の引下げが可能です。
５年返済の場合、基準利率2.15％（年利）から最大で0.5％
を引下げ、1.65％（年利）でのご利用が可能です。
（利率は５月20日現在）

東日本大震災・原発により直接被害・間接被害を受けられた方に
ついては、さらに有利な融資制度がございます。お気軽にお問い
合わせください。

東日本大震災復興特別貸付の
ご　案　内

東日本大震災復興特別貸付の
ご　案　内

お申込・ご相談は　　融資相談担当

☎055－224－5366

風評被害や計画停電等により業況が悪化している方へ▶▶▶

東日本大震災復興特別貸付「震災セーフティネット関連」
をお取扱しています。

〒400-0031　甲府市丸の内2丁目26番2号

　政
府
は
、東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
延
期
さ
れ
て
い
た
平
成
23
年
春
の
褒
章
受
章
者
を
6
月

15
日
付
で
発
表
し
た
。山
梨
県
内
の
受
章
者
は
10
人
が
受
賞
し
、組
合
関
係
者
で
は
依
田
和
夫

（
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
協
同
組
合
副
理
事
長
）氏
、石
原
行
彦（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
副
会
長
、社
団
法
人
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）氏
ら
が
受
章
し
た
。

組合関係者2名が受章

春の褒章春の褒章

山梨県中小企業団体中央会　副会長
社団法人山梨県トラック協会　会長

石原 行彦 氏

藍
綬
褒
章

山梨県宝石研磨工業協同組合　副理事長

依田 和夫 氏

黄
綬
褒
章

 

役

　
　職 

氏

　
　名 

所

　属

　団

　体

　名
 

会

　
　長 

内

　藤

　悦

　次 

山
梨
相
互
振
興
協
同
組
合

 

副
会
長 

勝

　俣

　明

　美 

山
梨
県
絹
人
繊
織
物
工
業
組
合

 

〃 

武

　田

　與

　光 

山
梨
県
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合

 

〃 

松

　葉

　
　
　惇 

協
同
組
合
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
甲
府

 

〃 

矢

　澤

　雄

　兒 

山
梨
県
食
品
工
業
団
地
協
同
組
合

 

〃 

石

　原

　行

　彦 

社
団
法
人
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

 

〃 

細

　田

　幸

　次 

都
留
信
用
組
合

 

専
務
理
事 

新

　海

　一

　男 

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

 

常
務
理
事 

依

　田

　正

　司 

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

 

理

　
　事 

天

　野

　
　
　一 

山
梨
県
建
設
業
協
同
組
合

 

〃 

飯

　野

　
　
　巧 

山
梨
県
青
果
商
業
協
同
組
合

 

〃 

石

　部

　元

　章 

下
部
商
工
相
互
協
同
組
合

 

〃 

井

　上

　聰
一
郎 

山
梨
県
砂
利
協
同
組
合

 

〃 

今

　井

　
　
　進 

甲
府
信
用
金
庫

 

〃 

今

　村

　力

　男 

市
川
和
紙
工
業
協
同
組
合

 

〃 

梅

　本

　
　
　実 

山
梨
県
パ
ン
協
同
組
合

 

〃 

大

　木

　
　
　政 

甲
府
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
協
同
組
合

 

〃 

大

　谷

　秀

　樹 

山
梨
県
事
務
機
文
具
商
協
同
組
合

 

〃 

大
宮
山

　
　
　磐 

山
梨
県
中
小
企
業
労
務
改
善
団
体
連
合
会

 

〃 

岡

　村

　
　
　満 

山
梨
県
生
花
商
業
協
同
組
合

 

〃 

荻

　原

　公

　明 

山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合

 

〃 

小

　沢

　昭

　二 

甲
西
家
具
工
業
団
地
協
同
組
合

 

〃 

金

　丸

　正

　幸 

山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合

 

〃 

川

　手

　正

　紀 

山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合

 

〃 

木

　村

　勝

　幸 

都
留
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合

 

〃 

栗

　山

　直

　樹 

協
同
組
合
山
梨
県
流
通
セ
ン
タ
ー

 

〃 

輿

　石

　
　
　保 

山
梨
県
石
油
商
業
組
合

 

〃 

小

　松

　義

　文 

山
梨
中
央
青
果
商
業
協
同
組
合

 

〃 

古

　守

　三

　郎 

山
梨
県
機
械
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合

 

〃 

近

　藤

　
　
　誠 

協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

 

〃 

坂

　井

　俊

　次 

山
梨
県
民
信
用
組
合

 

役

　
　職 

氏

　
　名 

所

　属

　団

　体

　名

 

理

　
　事 

佐

　野

　龍

　一 

山
梨
県
印
刷
工
業
組
合

 

〃 

志

　村

　和

　也 

富
士
観
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
同
組
合

 

〃 

志

　村

　武

　彦 

山
梨
県
菓
子
工
業
組
合

 

〃 

新

　藤

　
　
　進 

山
梨
報
徳
機
工
協
同
組
合

 

〃 

菅

　原

　五

　男 

山
梨
県
中
小
企
業
組
合
等
事
務
連
絡
協
議
会

 

〃 

杉

　山

　一

　美 

山
梨
県
水
産
物
商
業
協
同
組
合

 

〃 

髙

　野

　芳

　造 

山
梨
県
塗
装
協
同
組
合

 

〃 

武

　井

　忠

　文 

山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
協
同
組
合

 

〃 

千

　野

　
　
　進 

山
梨
県
山
砕
石
事
業
協
同
組
合

 
〃 

戸

　栗

　
　
　敏 

一
般
社
団
法
人
山
梨
県
木
材
協
会

 
〃 

中

　込

　正

　明 

山
梨
県
型
枠
工
事
協
同
組
合

 

〃 
中

　出

　英

　三 

社
団
法
人
山
梨
県
鉄
構
溶
接
協
会

 

〃 
初

　鹿

　武

　仁 

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
協
同
組
合

 

〃 

東

　原

　記

　守 

協
同
組
合
山
梨
県
総
合
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

 

〃 

深

　澤

　紗
世
子 

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
女
性
部
会

 

〃 

深

　澤

　
　
　仁 
山
梨
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

 

〃 

藤

　巻

　眞

　史 
ク
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
笛
吹
協
業
組
合

 

〃 

丸

　山

　光

　則 

山
梨
県
蒟
蒻
原
料
商
工
業
協
同
組
合

 

〃 

三

　神

　
　
　茂 

山
梨
総
合
管
財
事
業
協
同
組
合

 

〃 

三

　澤

　茂

　計 

山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組
合

 

〃 

望

　月

　一

　彦 

山
梨
県
貴
金
属
工
芸
協
同
組
合

 

〃 

守

　屋

　博

　文 

上
野
原
工
業
団
地
事
業
協
同
組
合

 

〃 

山

　縣

　正

　道 

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

 

〃 

山

　下

　安

　廣 

石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合

 

〃 

渡

　辺

　
　
　正 

欽
明
事
業
協
同
組
合

 

監

　
　事 

天

　野

　一

　光 

山
梨
県
電
機
商
業
組
合

 

〃 

外

　川

　
　
　誠 

河
口
湖
温
泉
旅
館
協
同
組
合

 

〃 

長

　坂

　善

　雄 

銀
座
通
り
商
店
街
協
同
組
合

 

〃 

中

　村

　文

　雄 

山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合

 

〃 

根

　津

　宏

　次 

協
同
組
合
山
梨
安
心
サ
ー
ビ
ス

 

〃 

渡

　辺

　和

　之 

山
梨
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合

平成23年度 山梨県中小企業団体中央会 役員名簿


